

　バルト三国とはバルト海に面した３つの小国、リトアニア、ラトビア、エストニアを指します。これらの国々は、旧ソ連諸国でありながら、ロシアを中心にしたCIS. 独立国家共同体には属さず、2007年にはEUに加盟しました。

エストニア

◆バルト三国の入り口、タリン
「歌の原」が有名。”歌いながらの革命”の舞台だ。
1988年9月11日、エストニア各地から民族人口の1/3の30万人以上もの人々が歌の原に集い、独立への思いを 歌にした。それ以来、5年に1度、歌と踊りの祭典で最後の歌のコンサートがここで行われる。

ラトビア

◆ラトヴィアの首都、リーガ
1985年、ソ連にゴルバチョフ政権が誕生し、ペレストロイカの動きが進んだ。バルト三国でも独立運動が自由におこなえるようになった。だが、ゴルバチョフもバルト三国の独立には否定的だった。1987年のスターリンによる流刑のはじまった日6月14日、リーガでは市民が自由記念碑の周りに集まった。これがきかけとなり、バルト三国の独立の動きが加速化した。

リトアニア

◆バルト三国旅行の終着点、ヴィリニュス
1991年1月、当時のソ連からの独立の動きを強めていたリトアニアに対して派遣されたソ連軍部隊が、独立を求める市民と衝突した。この事件でほかの地区での衝突も含め犠牲者がでた。この年の8月、ソ連では、保守派のクーデターが起こったが失敗し、保守派によって捕らえられたゴルバチョフは解放されたが力は失われた。その直後、9月、バルト3国は念願であったソ連からの独立を果たした。

日本のシンドラー「杉原千 (ち)畝 (うね)」

元外交官杉原千畝氏は、当時第二次大戦下にあった欧州リトアニア国日本領事館の領事代理時代に、ナチスドイツの迫害から逃れようとポーランドからリトアニアに脱出してきたユダヤ人難民約６０００人が押し寄せました。このとき日本とドイツは同盟関係。ユダヤ人を助ければドイツに対する裏切り行為になります。杉原はビザ発行の許可を得るために日本の外務省に電報を打ちますが返事はありません。

何度も打った結果、やっと返ってきた回答は「ノー」。「私の一存で彼らたちを救おう。そのために処罰をうけてもそれは仕方がない。人間としての信念を貫かなければ」と決心した杉原は、それから懸命にビザを書き続けました。日本政府の意に反しながらも人道的立場に立ち、独断で日本通過のビザを発給し続け多くの尊い命を救いました。現在もその旧日本領事館は、杉原氏の功績を伝えていくために杉原ハウスとして，リトアニア第二の都市カウナスに存在しています。
